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　In　teaching　the　concept　of’sex　and　life’asurvey　was　administered　on　the

consciousnrss　by　chuldren　and　their　parents　of’sex　and　life’．

　The　results　are　as　follows：

　1．The　children’s　consciousness　of’sex　and　life”

　　　1．Consciousness　of　family　life：The　family　atmosphere　influenced　their

　　　　　growth　significantly．

　　　2．　Consciousness　of　sex：The　differents　sexes　showed　different　attitudes

　　　　　toward　the　distinctions　of　male　and　female　sexual　physiology．

　　　3．Consciousness　of　friendship：friend　relations　were　the　most　important

　　　　　factor　for　making　the　children　like　or　dislike　their　school　life．

　　　　　The　willingness　to　cooperate　with　the　other　sex　was　the　stronger　among

　　　　　the　boys．

　II．　Consciouness　of　parents

　　　The　relationship　between　children　and　their　fathers　was　somewhat　less　stable

　　　than　children　and　their　mothers．

　On　the　basis　of　the　above　survey　results，　we　attempted　a　model　of　the　teaching

procedure　of　this　concept　in　detail．

　　1．緒　　　言

　性や生命は、人格の中心的部分に組み込まれている本質的条件の一つである。それゆえ、健康で幸

福な人生を送るためには、性や生命に対する適応が重要である。なぜならば、その適応は個人におけ

る身体的・精神的・社会的側面における生活の充実度に結びついているからである。

　生命の教育は、日常生活からはじまっているので、日常のごく普通の行動や態度が、子どもにおけ

る性や生命への条件づけに、はかりしれない程の強い影響を与えている。
　　　　　　　　　　　　　　1）
　本研究では第1報研究の展望で述べた「生命の教材化・状況・問題の構造的把握」　（再び図1に示
　　　　　　　　　　　＊1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊2
した）図中の内的事項5の学習者（子ども）の興味・関心および、外的事項4に該当する保護者の認

識を調査し、授業実践のための教材作り等の基礎資料を得ることを目的とし、研究を進め、さらにそ

の結果をもとに「生命の教材化」の教師側の手続きおよび留意点を検討し若干の知見を得たので、こ

こに報告する。

　＊新潟大学教育学部
＊＊

ﾀ地指導非常勤講師（元下山小学校教諭）
＊＊＊スイス在住
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　学校教育における教材化の問題E
　　　　　　［　　　　＿＿＿＿＿＿．一．＿一＿．＿一一一一一一」

　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　＼
（外的事項）〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼（内的事項）

く1　政策法、教育関係法制度に関する問題…

　　　学習指導要領の位置づけ

く2　教育行政指導の問題…教師の研修やその

　　　機会など。

＜3　担当教師の養成機関等の問題

　　　大学カリキュラム等のこと

く4＊2保護者の認識と生命観・対立する意見保

　　　持者など

く5　家庭教育の中の生命教育

く6　その他受験制度マスコミー
　　　　　　　　　　　　　　　　　K＼

⇔

レ1　担当教師の問題、指導意欲・能力・価値

　　　・教育観・生命観など

レ2　内容・教材の問題・指導要領・教育委員

　　　会・手びきとの関連など

レ3　指導方法・技術カウンセリングなど

レ4　評価・教育効果の測定把握

レ5＊1学習者の条件・興味・関心など

レ6　その他管理職との関連など

［議鶏襲労技術゜研究成果］

図1　生命の教材化・状況・問題の構造的把握

表1　方　　法

項　　　　目 概　　　　　　　　　　　　　　　　要

1．調　査　対　象 5．6年生290名とその保護者
教育学部附属長岡小学校

ｷ岡市立S小学校

2．調　査　時　期 昭和57年春期 5年生は具体的初潮指導を受ける前に実施

3．調査方法回収率
アンケート調査

qども100％　保護者96．3％

子どもに対しては質問を問いかけて回答する方式。

ﾛ護者にはアンケート用紙を封筒に入れて手渡し、

ｻれぞれ家庭で回答してもらい回収した。

4．調　査　内　容 生命に関する意識調査

1子どもの生命に関する意識

@L家庭生活に関する意識

@2．性に関する意識

@3．友人に関する意識

M保護者の生命に関する意識
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　　2．方　　　法

　方法の概要は表1に示した。調査対象は新潟大学教育学部附属長岡小学校および、長岡市立S小学

校の5・6年生290名とその保護者。

　調査時期は昭和57年春期、両校とも5年生は具体的な初潮指導を受ける前に実施した。

　調査方法は、子どもに対しては質問を問いかけて回答する一斉アンケート。保護者にはアンケート

用紙を封筒に入れて手渡し、各家庭で回答してもらい回収した。回収率は子ども100％、保護者は

96．3％であった。

　調査内容は生命に関する意識調査で、一つは子どもの生命に関する意識にかかわる領域として、

1．家庭生活に関する意識、2性に関する意識、3．友人に関する意識の三領域を設定し、あわせて保護

者にも子どもを中心とした生命の意識を調査した。

　データー処理：集計は調査個票をパンチカードに穿孔し、本学情報処理センターの計算機ACOS

－6により処理した。

　　　　　　　　　X2
　連関係数C＝X2＋N　　　　　N：観測値の総数

　　a　結　　　果

　1　子どもの生命に関する意識

1．家庭生活に関する意識

　1）家族形態ときょうだい数を図2に示した。家族形態は核家族が63．8％で、三世代同居は32．8％、

両親健在家族は95％以上であった。父子、母子の単親家族は1．4％あり、単親であっても祖父母同居

家族が0．3％あった。

　きょうだい数では二人きょうだいが61．7％、三人が29．0％で、合わせると90％を越え、一人っ子は

3．8％と3位に位置し、四人きょうだいはわずか1．0％であった。

　　　　　　　　　　　単親・祖父母
　　　　単親家族　　　　　　同　居03

　　　　　14　　その他∴　　　　　　4人兄弟1ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊⊃子・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親

三世代同居

　328 ＼

3人兄弟

　290

　　　単位％

図2　家族形態ときょうだい数

2人兄弟

617
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0　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　100％

起床と就寝の時間は　　　　男児

　決まっているか　　　　女児

自分の部屋は持って　　　　男児

　　　　　いるか　　　女児

入浴はひとりか　　　　　　男児

　　　　　　　　　　　女児

穏ちつとも

　　　〃

自分が生まれたときの　　男児

話を聞いたことがあるか　 女児

57．8
゜．° D° D°D°D° D°D° D°D°D°D° D°D°D°

1．決まって

@　　　いる
71．0

E：・；・6・6・．・．・．・．・6・：

■　■　●　●　●　■　●　●

1・ひとりの部屋

@　　58・1

54・2　　　　　ぎ§：萎i　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　■●5●

2価兄
墲ﾈ1、1；　　　　　　　　：・：・：

66．9
　　・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・

@　：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：・：

@　，・：・’・°・’・’・°∴’一’一゜”・：・：・：・：・：・：・：・：・

﨟唐浴I簑2。一緒iiiiiiiiiiiiiiiii1．ひとり

@　56．1
：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：；：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：

無答

ｳ答

ｳ答

ｳ答

＼

　　　　　．°．°．°．°．°．°．°．

@　　　　．°．°．°．°．°●°．°．

@　　　　．°．°．°．°●°．°．°●
P。とても．・2。まあまあ．　　　　　●°●●●●●●・●●　　　　’●°●°．．●・●°●°●°●●●°●　　　　　●　●　■　●　●　●　■　　　●

46・5
R。ふつう

R9．9

：：：：：：：

5L

85．92
．・
F・：・：・：・：・：・：

1．ある

95．3

iiiii：：：：：

　　　　　　　　　　　　　　　　図3　子どもの生活習慣

　2）子どもの生活習慣　　子どもの生活習慣の一部を図3に示した。起床と就寝の時間がきちんと

「決まっている」子どもは、男女児とも「決まっていない」子どもより多く、男児57．8％、女児71．0

％であった。

　自分の部屋を持っている子どもは男児89．4％、女児94．6％と多く、「自分ひとり部屋」をもつもの

はそれぞれ、54．2、58．1％であった。

　入浴では、男子で「ひとり入浴」が66．9％、　「家族と一緒」が32．4％で、ひとりで入浴するものが

2倍強あった。女児は「ひとり入浴」と「家族と一緒」が、男児ほどの大差はなくそれぞれ、56．1％、

432％であった。

　自分が生まれた時の話は、ほとんどの子どもが家族から聞いていたが、聞いてない子どもは男児

12．7、女児4。7％あった。

　「自分は家族に可愛がられているか」については、男女児とも「ふつう」と答えたものが最も多く

46．5、39．9％を示し、つづいて「まあまあ」「とても」の1順に減衰した。

　からだを動かす遊びは男女児とも好きで、それぞれ82．4、67．6％であった。「嫌い」な男児が4．2

％、女児2．7％であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－92－一



　読書傾向は、　「マンガ・コミック」　「図書館の本」では性差はなかったが、　「月刊雑誌」では女児

の読書率が高く、男児の38．7％に対し63．5％と約2倍の比率であった。

家族の雰囲気

毎日家族そろっての団

らんは

「家族の1人なんだ」

という自覚は

男児

女児

男児

女児

男児

女児

1

暗い2．1　　　　　　289　　無答

明るい　　　　66、2
D　●■．　●●o　．　　　　　　o

どちらでもない゜　　　の　　　　　　　　　●q・・　亀9°．　。

明るい　　　67．6
●　　　・　　●●　・　　o　●　　　■　　　　　●　　■

暗いa4　　　　　26，4　無答

@　　　　　　　20．4

あ　る　　　　　　79．6 工　い

あ　る　　　　　　83．1 之　　、

　　　　　　　116

P4　　　　　　2乞5

答無答

あ　る　　　β2．0 ない
o・●○●．◎■
ﾄ鮪で．も俺い　●　　　　　　‘　　　　　●

あ　る　　　　　　58。8
工い

．　o　●　●　　　○　・　■°どちらでもない゜

宦E●° D・・．°

10，　　　　　　29．8 無答

0　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　100％

答07

図4　子どもの家庭に対する意識

　3）子どもの家庭に対する意識を図4に示した。「家庭の雰囲気」は「明るい」と思う子どもが最

も多く、男児66．2％、女児は67．6％であり、　「どちらでもない」は男児28．9％、女児26．4％であった。

「暗い」は男児2．1％、女児は3．4％あり、後述する保護者の意識と子どものそれを比較すると、子

どもはいずれの雰囲気も保護者よりプラスの意識が高率であった。

　「家族そろって団らん」の有無では、毎日家族全員で話をする時間が「ある」が多く、男児は

79．6彩、女児は83．1％、「ない」が男児20．4％、女児16．2％あった。

　「自分は家族のひとりなんだ」という自覚の有無については、「自覚がある」「どちらともいえな

い」「自覚がない」の順に高率で、それぞれ男児62，0、22．5、14．8％であり、女児は58．8、29．8、

10．8％であった。

　「家庭の雰囲気」と「家族の1人という自覚」をクロスさせた結果を図5に示した。男児の家族の

1人という自覚と家庭の雰囲気との相関は認められず、女児のそれは、家庭の雰囲気が「明るい」「ど

ちらともいえない」「暗い」の順に減衰した。家庭の雰囲気が「どちらともいえない」では、「自覚

がない」の比率がいずれの雰囲気よりも多く、男女児各36．6％、41．1％であった。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鐸塑庭の一・う一る鱒……lii叢羅翻

気どちら男　　　　36．6　：：：：：：：：’：・：・：°≒：・：・：・：・la動多；：：1　　　　36、6
L　ともい　　　　　自覚が　る　　　　　　’躍．：．：rどちりとも≒…．：．’°°’　　　　自覚はない　　…

　　えない女　　　 38・4　亭：：公義撃yl．彦b’5　　　　41・1

囲．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リド暗い婁一る．………………llll………………………………………雛二1宣………………………………………灘………菩辮…i……………

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿亀＿Ω＿Ω」L且」L」＿且」＿止．Ω＿L」」塵」L皇」L．亘＿盒＿鼻＿L」」」L

図5　「家庭の　囲気」×「家族の1人という自覚」

父を尊敬して

いるか

母を尊敬して

いるか

男児

女児

男児

女児

父とよく遊ん男児
だり、出かけ

たりしている
か　　　　　女児

　　　　　　男児
母を「すてき

な女性」だと

思うか　　　女児

父と母は互い男児

に助けあって

いるか

0　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　100％

　　P｢いλ　　　16

は　い　　782　　　　　　，

　　　●ﾇ　らで
Dもない。：

は　い　　669　　　　　　， ．4

゜σ゜ CQ・° D・
ﾇちらでもない．●・●°．°．°

　　F｢いえ，　　　　　　　25．7　　　　　P

@　　いいんr　155

は　い　78．9

●　　　●　　●

ﾇちらで
Dもな戦㍉

は　い　77．0

　　●　　　●●　　　　　　　　　　　●

@どちらで
jも．なし3’．：

　　P｢いえ1．4　　20．3
@　　　　ほとんどない　　　　　　　　　　　　無答2，8

無答

P．4

ｳ答20　　　■

ｳ答
@1．4

ｳ答1．4

A4．2　3．5

は　い　51。4 こまこ　36．6
o　●●・

X．20　●　●

児児児児児児児児児児

はい　49．3 たまに32．4

　　●　　　●●　■　　　●

怩P6．2●
怐@●　●　●　●

　　　　　　　　　　　　　ほとん“ない

P9．0

無答2，0

ｳ答

はい24．0
　＼
｢いえ　　、

●　●　．　O　o　●　r●●　●　●　●　●　●・．どちらでもない・52．9●・

怐@o　●　亀・　o　・　●・　●　●　o　　●

は　い33，8 　　7｢いλ ●　●

・° ﾇ’ ｿ゜辜пf
煌d∵就も：　●　・・　●　…　　　　●　●●・

13．5

@　　いいえ　　　　　　　　　　　無答

無答0・7

は　い　　43．7 7．0

●■　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●

Dどちらでもない゜458・
｡　●　●・●・■●　●●　●　°●　，

は　い　　46．0

＼108・　■ ●　●　　●　　●　●　●　●　●　●　●●●

Dど．ち Dら．でDも．なし≧：鰻・

　　　　　　　　　　　いいん　　　　　　　　　　無答1．4

図6　子どもの父母に対する意識
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　5）子どもの父母に対する意識を図6に示した。「父を尊敬している」が男児78．2％に対し、女児

は66．9％で男児の比率が11．3％高かった。　「どちらでもない」では男児162％に対し、女児は25．7％

で女児の比率が9．5％高く、「尊敬していない」は男児4．2％、女児5．4％であった。

　「母を尊敬している」では、男児78．9％、女児77．0％と多く、「尊敬していない」では男児4．2％、

女児はわずか1．4％であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂，●●；10％

　「父を尊敬しているか」と　緻

「自分は家族に可愛がられて　父

いるか」クロスさせ結果を図　敬

7に示した。比率の高いのは

父を尊敬していて、可愛がら

れている男児が72，2％、女児　㌧・

は62．2％であった。この場合

可愛がられ方の程度は問題に　妨

ならなかった。　「母を尊敬」

と「可愛がられている」のク　醤

ロス集計でも、尊敬していて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（δ＊＊）
可愛がられている比率が高く・男　図7「父を尊敬しているか」×「自分は家族にかわいがられているか」（9　）

児74．6％、女児71．6％で父の

場合と同様、可愛がられ方の程度は尊敬する気持ちに影響を与えなかった。

　「父を尊敬」と「外出・遊ぶ」とのかかわりについて図8に示した。父を尊敬している子どもは父

とよく外出、遊ぶ頻度と相関があり、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」の順によく遊ぶ比

率は減衰し、逆に「ほとんど遊ばない」比率は順増した、，

♀ 10　　●’1％
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@に
と　て　も まあま　あ あ　ま　り ちっと　も
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は
●●○ ●●●●●●● ●●●●●●　　　　　●●●

●● ●● q

い

○。。。。。。。　　α

Oooo OO。。。。 ooα oo

c 曙 ●■ ●‘

い

い
え 06 oq oq “ α

もと ●●●●●‘ ●●●●●●●●● ●c

なち

いら

@で
oo oo◎◎α Oo．o“ oooq oo

‘ ‘

無
回

答 o α q

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

「一一一 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

「讐でも髪く撚、、3392たま一、摯i2ほ撚獲

糠え」男よくあそ述ミ33r4たま｝，あそさミ333　ほとんどな、彩3

　　　　　女26・0％7・0　3
図8　「父を尊敬しているか」×「父と一緒に遊んだり出かけたりするか」
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2．子どもの性に関する

　1）　「男（女）に生まれ

てよかったか」の結果を婁〉・・生まれて男児

図9に示した。　「よかっ　　各々よかったか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　児
た」と満足している子ど

もは、男児が88．0％、女

児は37．8％で性差が333　　自分を　　　男児

％と大であった。　「いや　　髭ヒ1こ〉と思

だ」と思うものは、男児　　うか　　　女児

は0％であったが女児は

28．4％もあった。

　「男児（女児）は自分を　　異性の友だちと男児

男（女）らしいと思うか」灘愚奮し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　児
と「その理由」をクロス

させた結果では、男児の

最も比率の高いのは、「容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　男　児
貌」その他「趣味」「性　　好きな異性はい

格」「動作」であったが　　るか　　　　女児

集中度は低かった。女児

は「しゃべり方」「歩き

方」など動作が理由で女　　もしも好きな　男児

　　　　　　　　　　　　　人ができたら
らしくないと思うものが　　その人とどん

　　　　　　　　　　　　　なことをした
最も高率で33．3％あった。　いか　　　女児

　2）　「もし好きな人が

0　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　100％

どちらでもない　　無答

よかった　　　　88．0

よかった　37β
＼＼　＼　°・㌔゜…　°・°・’・
@　　284艶鰭警1、？餐いやだ

14β

思　う　378　　　　　， 愈ない聴騨撫も
8．8 思わない　　527　　　　　　　●

し・° D・・°…　　　°・9
Eどちらでもない385　　　　　　　　●・q．’・°．°．’．・・．

思う

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無答

無答　ρ

Q．1

Q．1

S．2

思う17，6 思わなし　3　9
∵蜴ら≠嚇こ」・≧°　　　●　　●　　　●　　　●　　■　　．　　　　　　　　　　■

思う　　345　　　　9 思わない
●　．°　．　■　°．　●・・

aら3轡凶・ξ：

23．0

@　　　　　　　　　　　　無答

いる　21」 いない　　45．1
’どららでも゜9・
Eない・・2豊■　　●F　　の　　・　　●　　σ　　●

いる　　38．5
＼、な、＼，＼ ．℃ちらでも3ない　・・●　　●　　o　　　．　　　●

　　　　　　　　　　　　　　23．7　　　無答t4

牛･63　　キス・抱きあう5．6

遊び・勉強2Z 6．
∵●．

何もしない・無答　　　704

遊び・勉強　　　60β 疑も巷ない・ミ・

結矯2ρ　　キス・抱きあう27

0　　　　　　　　50　　　　　　　　100110

ことをしたいか」という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図9子どもの性意識
問に対し、最も比率が高

いのは、男児では「何も

しない」70．4％で、女児は「一緒に遊んだり勉強したい」が60．8％で、このことに関しては性差が著

しかった。　「結婚」「キス抱き合う」では男児はそれぞれ6．3％と5．6％に対し、女児は2．0％、

2．7％と少なかった。

　「好きな人が出来たらその人とどんなことをしたいか」と「家庭の雰囲気」をクロスさせた結果を

図10に示した。家庭の雰囲気が「明るく、何もしない」と答えた比率が最も高く、性別にみると男児

は全体と同じで47．2％、女児は「明るい」と「遊んだり勉強したい」と望む割合が43．2％と高かった。

　3）テレビなどで「ラブシーンを見た時どう思うか」と「好きな異性はいるか」をクロスした結果、

「いない」で「いやらしい」「エッチすけべ」と思うものが最も多く、男児42．3％、女児37．9％であ

った。また「いる」ものでも「いやらしい」「エッチすけべ」と思う比率が高かった。ラブシーンを
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見て「経験したい」と思う子どもは

男児のみで、しかも好きな人がいるど窒艦

ものは1・・％そう思っており、好き獺きか

な人がいないものは経験したいとは

思わなかった。　　　　　　　　　　明るい

　「ラブシーンを見た時どう思うか」

と「男女の愛情という言葉から受け　暗　　い

るイメージ」をクロスした結果を図

11に示した。「男女の愛情」という　どちらで

言葉からは、「思いやり、いたわり」　もない

を感じ、プラスのイメージを想い浮

べる子どもが多く、逆にラブシーン　無回答

を見た時には、　「いやらしい」「は

ずかしい」「エ、ソチすけべ」とマイ　図10「好きな人ができたら・その人とどんな事をしたか」×「家庭の雰囲気」

ナスのイメージをいだく傾向が強かった。女児は相関が認められ、男児は分布状態が広く相関は認め

られなかった。

どんなこと
�ｵたい キ　　　ス 何もしない

　　　　か
{縄

遊び、勉強 結　　婚
抱きあう 無　回　答

●●●●●●●c ●●c ●●●● ●●　●

明るい
OOOOo “ q

●●●●●●●

宦宦B◎◎。

oo
G ●G

暗　　い
oo “ o“

α

●●●●●●●●● ●●●■ ●G ●●●●●●．●

どちらで ●●c

もない O。oo．OG “ o 04
c ●●

無回答
ooσ

tン
@ー； すてき、美 経験したい はずかしい エッチ
男女の愛清 しい、好き

ﾈ者同士

気持よさそ

､
いやらしい

てれくさい スケベ
無回答

誓美 ●● ●● ●●●●●‘ ●●●●c ●●6 ●●●c

して

oooooooo “ oooo O。。。。q OOOOOOOG σ

いき

経あ ●●c ●● ■ ●G

験こ

F ooo oc oooo oo α

いれ
いや G ●G ●●●●●c ●●●● ●●● G

・りし

α ○。。。。。。α OOOooc Oo。。
い

家結
●● ●G ●■ ●●

oo o ooooooo“ ooooo“ oooo o◎

庭婚

い思 ●■ ●● ●●●●●●●●● ■●●●●●●●G ●●●●●●●G ●●●■●●●G

たい
わや
閧
OOOG ○OOOoo。

@　　　¢

○○。．q Oooc。o。 ooq

セキ
●璽 ●●■ c ‘ ●● ●■

ツ

ク oo q oα OOG 04
スス

無 G G G ●●●● ●●

回
OOOo o¢ oooo ooo

答

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂；●　O，10％
図11「ラブシーンを見た時どう思うか」×「『男女の愛情』という言葉から受けるイメージ」9；O　o：1％
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3．友人に関する意識

　1）　「クラスが好きか」では5段階尺度法で平均3．14であり、　「どちらともいえない」に位置づけ

られた。「クラスの異性をどう思うか」の問いに対し、プラス面では男児は女児に対して「やさしい」

71．5％、「元気である」64．7％、　「明るい」「おもしろい」はともに52．9％の順に高率で、女児は男

児に対して「元気である」「おもしろい」がともに52．6％と高かった。マイナス面では男児は女児が

「こわい」が82．3％、女児は男児が「うるさい」が57．8％であった。

　2）　「異性にいたわってほしい時があるか」では、クラス全体でみると「ある」は27．7％で性別に

は男児が女児より14．2％も高率であった。　rいたわってほしい場合」は、　「忘れ物をして困っている

時」「さびしい時」であった。「異性をいたわってあげたい時があるか」については、「ある」が男

児47，0％、女児は15．7％で、男児が3L2％も高率であった。「いたわってあげたい」場合、男児は「さ

びしそうにしている時」が最も高率で、次に「相手が好きなとき」とつづく。女児は「さびしそうに

している時」「忘れ物をして困っている時」の順で、男児にみられる「相手が好きなとき」は0％で

あった。　「相手が好きなとき」は、受動・能動的な気持のいずれも男児のみ反応し、女児の反応はな

かった。いたわってあげたいという能動的な気持ちと、いたわってほしい受動的な気持ちを比較する

と、男児は能動的な気持ちが11．7％多く、女児は受動的な気持ちが5．26％多かった。

　「いたわってほしい」と「いたわってあげたい」をクロスさせた結果を図12に示した。受動かつ、

能動的に反応した男児は29．0％、女児は16．0％で、受

動のみは男女児ともに6．0％であった。能動的な気持

ちは男児18，0％、女児0％で、受動・能動ともに「反

応なし」が男児53．0％、女児63．0％と多かった。受動

能動間の相関はφ係数で男児0．43、女児0．65と、とも

に中度の相関があった。

　3）「学校が楽しいか」の問いに対し、約70％の子

どもは「楽しい」と感じており、5段階尺度の評点も

4．11と「やや楽しい」に位置づけられた。楽しい理由

は、　「友だちがいるから」「遊びやスポーッができる　　　　図12　「いたわってあげたい時」×

から」という囎に集中し、楽しくなし、と答えた子ど　　　　　「いたわってほしい時」

もの理由も、　「友だち関係」が最も多く、次が「勉強」であった。

　4）「男の子（女の子）のくせに……」といわれることについて、男児は5段階尺度で2．44の評点

で「ほとんど言われない」側に位置し、女児は3．11で「たまに言われる」に位置づけられた。百分率

では「よく言われる」と「たまに言われる」を合わせると、男児58．8％、女児94．7％であった。男児

が「男のくせに……」と言われる場合は、「態度に関して」と「友だち関係（けんか・いじめ）」の

2項目に限られた。これに対し女児が「女の子のくせに……」と、よく言われる場合は「身の回りの

整理整頓」に関してで、たまに言われる場合は「行儀が悪い」「言葉づかい」「家の手伝い」など、

その他多様であった。　「男の子（女の子）のくせに……」といわれた時の気持ち」は、男児の場合「し

かたがない」「なぜそう言われるのか分からない」が多く、女児は「しかたがない」が1位で、2位

が「女の子に生まれて損をしたと思う」であった。

　　　いたわって
｢た　　　あげたい
墲ﾁて　　　　　時
ﾙしい時　性

ある ない

男児 ▲ ▲▲▲▲
ある

女児 ●●●● ●●●●●

男児
ぐ含念▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲

ない
女児

●●●●　●
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　5）「男の子と女の子は、どのように生活すべきか」という間に対しては、男女児とも、「お互い

に助け合う」「男女別々に遊ぶ」「異性をからかう」の順に減衰し、男児ではそれぞれ82．5、23．5そ

して5．8％であり、一方女児は47．3、36．8そして15．7％で、男児が女児よりも協力する気持ちが強か

った。

　　∬　生命に関する保護者の意識

　　1）家庭の雰囲気「子どもと保護者の意識をクロスさせた結果を図13に示した。家庭の雰囲気は、

　「明るい」　「どちらと

も言えない」「暗い」

の順に減衰した。男児

の保護者は59．9、31．7

　3．5％で、女児の保護

者は62．8、29。7、5．4

％であった。これを先

に述べた子どもの意識

と比較すると、保護者

はいずれの雰囲気も子

どもよりマイナスの意

識に傾いた。

　2）「子どもにとっ

てどんな親でありたい　　　　　　　　図13　「家庭の雰囲気」児童×保護者一　　　　　　▲男児●：田％

と思うか」の結果を図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●女児・：％

ユ4に示した。男児の父親は「厳格な威厳のある親」「尊敬される親」でありたいが、ともに24．7％、

女児の父親は「尊敬される親」が最も多く33．7％であった。　「無解答」が、男児の父が37．3％、女児

の父が29．7％もあった。

　母親は「尊敬される親」でありたいが最も多く、男児47．2％、女児43．2％で、次に「友だちのよう

な親」とつづいた。

　3）保護者から見た子どもの性への関心については、「子どもは性に興味関心があると思うか」で

は興味関心が「ある」と思う男児の保護者は62．7％で、「どちらともいえない」を合わせると、74。2

％であった。女児の保護者は「ある」と思うものは71．0％で、「どちらともいえない」を合わせると

82．5％になり、女児の方が性に興味関心を持っていると考えている保護者が多かった。

　4）　「子どもは性に関心があると思うか」と「テレビなどでラブシーンを子どもと一緒に見た時の

対応」をクロスさせた結果は、　「性に興味関心がある」と思っている保護者で、ラブシーンの対応で

は、　「平然としたまま」が最も多く、男児の保護者は29．6％、女児の保護者は46．6％であった。次は

「子どもの表情を見る」で、男児の保護者が22．5％、女児の保護者は24．3％であった。低率ではある

が、　「話題にする」という保護者が男女児とも10．1％あった。

　5）　「家庭や学校で性教育は必要か」では、男児の保護者で「必要である」が85．2％、　「不要であ

る」が10・6％であった。女児の保護者は「必要である」が88．5％、「不要」が8．1％であった。子ど

AB ﾛ護者
qども 1明るい 2どちらで

@もない
3・暗い 4無回答

計（％）

男1女

1明るい

▲▲▲▲▲▲

怐怐怐怐怐怐怐怐怐怐恣d

▲▲▲▲▲▲▲▲

｣▲！

▲▲’

怐

▲▲▲

P

　　166・2167・6　　1

2どちらで
@もない

▲▲▲▲▲▲」

怐E・

▲▲▲▲▲▲▲
｣▲」

怐E、

▲’

怐

▲▲’

怐

　　128・9126・4　　8

3暗い
▲●● ▲∠

■

　　12，113．4　　1

4無回答
▲▲！

怐

1

●

　　1　　22．812・7　　1

男
59　9 31．7 3　5 4．9 100・0計（％）

女 62．8 29．7 5．4 2・0 100・0
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もたちの意識からは、「自分が成長していく上でのからだの変化雄から教えてもらし’たいか」の結

果では、男児は「父母から」が59。2％、「先生」「マスコミ」とっづき・女児1ま「父母から」が75・°

％でつぎは「先生」「同級生」であった。

どんな親　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戚轟「両ア♂♂．．．．．’

　＝厳格　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・°”皿」巳

〃友だち

2・親から見た家庭　　男児の保護者

　のふん囲気

女児の保護者

3・子どもは性に興味男児の保護者

　関心があるか。

女児の保護者

4・家庭や学校で「性男児の保護者

　教育」は必要か。

女児の保護者

0　　　　　　　　　　　　50 100％

　一

Q4．7

・：・：・：・：・畳・：く・；・

F・2ヨ．・∴・：・：°°！占゜°・°°・

@　　　　　　、

37．3

四33ゆi

　　　ぴ，　　サ▼　一　▼1@　　：・：・！・！・1・2・：・：・：・：・：・：・

@　　：：：：9．亀；盈：竪；

噤痘ﾊ蓑｛碧芝雪iii蓑妻謹i

　29．7

盟醗羅灘i…i
@　　　　　　　暗い

　　　「驚％

　　　　　　　　じ●
ｾるい　59．9　・　　　　　　　　●

どちらでもないノノ11

62．8

　　　　　　　　　　　・　囑　●　●?驕@　　　62・7　　　．ない1・：　　　　　　　　　　　●　●　●　●胡∴

7　1．O

’．°D° D°D° D°

C●　●　●　●　■
轤P5．5幽も　o　■　0　9

無答

必　　要　　　　85・2

・●怐怐●●

8．5�

●●● 怐怐

@●　●●
怐怐●　

�
．1�

� 　　　　　　　　　　100％��

4保護者の意識

4．考　　　察
対人関係のための躰的な教育は、家庭において始まる・このことは生命教育の大部分にわた

両親が参加すべきであり、そして、子ども力灘してからの性と生命の身体的・’已・理的発達に関

知識を身につけるべきであることを意味しているものである。

活に関する意灘査をまとめて、強く感ずることは・明るく楽しい雰囲気の中で暮している

もは「家族の一人」という自己謙が高いことで、家庭は子どもが学校から帰ったら・ほっとす

うな明るく楽しい雰囲気であることが望ましく、本調査結果からも子どもにとって父母がお互に

っていると思う家庭には「楽しくない」家庭は存在せず・父母が助け合う’醐けが家麟運営
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していく基本姿勢として必要かつ大切であろう。本調査では暗い雰囲気の家庭は少数ながら存在し、

そこに育つ子女の将来が懸念される。つまり家庭生活における不満やさびしさが、異性友だちへの関

心と短絡的に結びついたり、性関心が高められる要因になることは教育的にみて問題である。特に女

子の場合は、男子の性的欲求の高まりかたとは別に、愛の欠如や人間関係のさびしさをいやすために、

副次的に性行動にはしり易いとし・う報禦あり誰もの家庭が明るく楽しくあることを原頁わずにはい

られない。諸般の事情により「楽しくない家庭」で育たなければならなかったにせよ、家庭科の習得
暦によって、識は主観的なものから客観的なものへと進蕊のであり、家甦活を文橡とする家庭

科を履修することが、最悪の状態をさけることのできる助けとなった例は数多い。

　保護者は、一般的に子どもの年齢に応じて家庭内で、それぞれの役割を果すことを期待している。

特に高学年になると、それは単なる「てつだい」的なものでなく、家庭生活を営む上での重要な仕事

を分担してほしい、という期待であることが多い。しかしながら子どもの大部分は、とりわけ男子は

そのような仕事をすることを嫌う傾向があり、保護者もいきおい女子のみ家庭の仕事を分担させよう

としがちである。わが国の社会にはまだ父親は外で働き、母親は家事を受けもつという固定的な性役

割意識があり、子どもの家庭のあり方、社会一般的傾向の影響を受けて、性役割意識はかなり固定的

であり？ま娚らしさ、女らしさに対する意識に編見がみられることがある．「男らしさと女らし

さ」は、体質や社会的条件によって形成される性格や行動様式などの面から男女それぞれの特質をみ

ようとするものであるが、性差を考える場合に男女の差異を単に肉体的性別としての男と女といった

点から比較するのでなく、それぞれがどのような特性をもっているかといった観点から性差というも

のを考えるべきで、三つの観点を考えあわせる必要があろう。一つは「男と女」、二つには「男性度

と女性度」三つには「男らしさと女らしさ」であり、それらを総合した両親の養育態度による性差へ

の影鐵よ父母の鵬が、男女の男らしさや女らしさの形成にあたえる効果は、男女で異っており、

その期待効果は女子に対するほうがより強い。本調査においても「男の子（女の子）のくせに……」

といわれることに関しては、女児の方が男児に比べて圧倒的に「女の子のくせに」といわれ、項目別

にも男児は「態度に関して」と「友人関係」の2項目に限られるのに対して、女児は「行儀」や「身

の囲りの整理整頓」など「その他」を含めて多様であったことは親の意識の問題である。

　また「……くせに」といわれた時の気持ちが、「女に生まれて損をした」と21％の女児が感じてい

るのは、男児に比して言われる状況が多様であり、回数も多いことと、発育発達段階での要求とのギ

ャ・ソプがあるものと考える。男児よりも「らしさ」を求められる女児は、「生まれてきてよかった」

という問に対しても「よかった」と答えたものは6割に満たず、男児の9割近くが「よし」とするの

とは大差がある。このことはすでに家庭や社会、あるいは学校教育の影響下で性差別の意識を刷りこ

まれてしまっている子どもたちから、この意識をとり除くことが当然の問題だと考えられる。「女に

生まれて損をした」と女児が感じたのは「らしさ」を求められるほかにも、男児より早く思春期に入

って、身体的・精神的な悩みや不安を持ち始めることも一因であろう。

　学年別にみると「生まれてきてよかった」と肯定する子どもが、6年生が5年生より減少し、逆に

　「否定するもの」「どちらでもない」とする子どもが増加するのは、勉強がむずかしくなること、受

験体制やそれに対する親の期待が大きすぎるためでもあると考える。

　今日の社会では、人間の自由が最大限に認められ、人々は、自分で考え判断しなければならないし

その行動に責任を問われるようになった。従って人々は、種々な情報を求め、多様な意識や価値観を
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もつようになり、人生についても悩んだり、自分の生きがいを求めようとする人たちが出現してきた。

このことから家庭教育も学校教育も、一人ひとりの子どもの人間性を尊重し、自ら考え、正しく判断

することのできる子どもを育てるような教育の質的転換が求められているといってよいであろう。子

どもたちの、自から考え、正しく判断する力を養おうとするには、子どもたちの自からについての認

識が問題となり、男として、女としての自分、子どもとしてや兄弟姉妹として、友人としての自分と

いった、種々の自己認識が、自主性を生み行動選択を適正にするし、親子や同性、異性との人間関係

を確かなものにして、主体性を築いていく。そのために性や生命に関する教育が不可欠である。

　本調査から異性との人間関係について、クラスの異性のプラス面として、男児は女児に対し70％が

優しさを感じ、元気のよさ、強さ、明るさ、おもしろさなども過半数の男児が感じているのに対し、

女児は異性のプラス面を男児ほど感じておらず、マイナス面においても男児が女児より反応が高率で

あった。

　さらに異性から「いたわってほしいか」「あげたい」に関する回答に対しても、男児の方が女児よ

りも包容力があり、女児はやや自己中心的なところが見られ、この期の女児は異性に対するいたわり

の気持ちをもつところまで成長しておらず、男児の「好きな人がいるとき」いたわってほしい、そし

て「相手が好きな時」いたわってあげたいという気持ちは、女児には全くみられず、このことは男女

の性生理が異なることに関連して、男子は、からだの性成熟が遅いのに、性意識や心理的欲求は、男

子の方が有意差をもって早期に経験するという、つまり体の性成熟に先行して異性接近欲や性的関心
を経験耀遊いう男子の騰造をよく表わした結果といえよう。

　クラスや学校が楽しいか否かは、遊びやスポーツを含めて、友人関係が一番大きな要因となってお

り、低・中学年までの自己中心的な交友関係から脱却して、同輩、仲間集団への同調、帰属を求める年

頃にさしかかっていることが推察できる。

　現在わが国では、生命教育を大切に、拡充させようという強い意向があり、国はさまざまな団体に

対してその展開を試みようとしている。本研究でも多くの子どもが、自分が成長していくうえでのか

らだの変化を父母から教えてもらいたいと考えていること、そして、父母もその必要性を認めている

ことから、一つは性や生命の教育を家庭教育でどうすすめるかという情報を、父母に提供する社会教

育の充実が望まれる。さらに、学校教育の中の家庭科を中心にしてというのも、重要な視点である。

われわれは、調査結果を参考にして、授業実践をするための教師側の手続き、留意点を検討し、次の

ごとくまとめた。

1．単親家族および単親家族で祖父母同居家族の児童に対する配慮として、保護者との連携を充分に

　行うこと。

2．子どもの成育は、家庭の雰囲気と密接な関係があることから、親子の絆を自然に認識させるような

　教材を開発すること。

3．子どもの性意識は、性成熟の主徴標の始期には有意差が認められ、女児は平均7．68ケ月早く、性

　意識や心理的欲求は男児の方が有意差をもって早期に経験するという性構造の性差に有効に働く教

　材を準備すること。

4．子どもはまだ家庭との結びつきが強く深いものであるが、家族愛の意識については、はっきりし

　ていないものが多いので、家族成立に欠かせない愛情と性を含めて、心情に訴えるような教材を工

　夫すること。
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5・さらに・家庭生活に関する認識が主観的なものから、客観的なものへと進む教材を開発すること。

　　5．　ま　と　め

　「生命の教材化1にあたり、学習者の子どもとその保護者の生命に関する意識を調査した。結果は

次の通りである。

　1　子どもの生命に関する意識

1．家庭生活に関する意識：家庭の雰囲気が子どもの成育に影響を与えていることが明らかとなった。

2．性に関する意識：男女の性生理が異なることに関連して、性心理にも性差がみられた。

3．友人に関する意識：学校が楽しいか、否かの理由は、　「友人関係」が最も高率で、異性に対し協

　力する気持ちは、男児の方が強かった。

　U　保護者の生命に関する意識

　親子の絆は、子どもと母親間は安定していたが、父親間に若干の不安定さが見られた。

　本研究をすすめるにあたり、調査にご便宜、ご配慮をいただきました附属長岡小学校前林利八校長

ならびに木村輝子教諭に、および長岡市立栖吉小学校前金子久雄校長ならびに影山周也教諭に対し、

厚く御礼申し上げます。アンケートにご協力いただいた児童、保護者の皆様に併せて深謝申します。
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